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産地の概要

• 濃尾平野の北西部に位置し、揖斐川
沿いの肥沃な土と豊富な地下水を利
用した約1400棟のビニールハウスで栽
培を行う。

• ハウス栽培により小松菜、グリーンねぎ
など葉菜類を周年生産・出荷を実施。

• 出荷された青果物は、おもに中京圏内
の市場で販売

• 減化学農薬・肥料の「ぎふクリーン農
業」にも積極的に取り組み
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このロゴマークは「ぎふ清流ＧＡＰ」を取得した岐阜県産の安全な農産物である証です！



下宮地区におけるGAPへの取組み

平成20年～
• 一部の量販店の実施するGAPに取り組みを開始。

平成24年～
• 独自GAPである「下宮版GAP」の取組みを開始

令和元年～

• 東京オリパラを契機としたGAPへの取組みが加速し、
「GLOBAL GAP」や「JGAP」といった認証GAPを取得



GAPを踏まえた、
持続可能な農業への取組み事例①

赤色防虫ネットの設置 水の適切な管理



GAPを踏まえた、
持続可能な農業への取組み事例②

掲示物の作成



GAPを踏まえた、
持続可能な農業への取組み事例③

技能実習生の受け入れ



GAPを踏まえた、
持続可能な農業への取組み事例④

土壌診断に基づく施肥 栽培相談



「ぎふ清流GAP」の取得

知事からの認定証授与

授与式での農産物展示



今後の取組み

•当産地にしかない付加価値による
有利販売

•地元の量販店における地産地消
の取り組み



消費者に向けて

土岐プレミアムアウトレット
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